
東洋大学 

学長・IR室長　矢口悦子

　 2 0 2 3年度卒業時アンケートの結果をご報告する今号のニュースレターでは、毎年取り上げてきた卒業
生の満足度などに加え、卒業後の進路に着目した分析結果をご紹介しています。大学や学部への満足度は
過去5年間にわたり安定して9割を超えていますが、その一方で、就職活動・結果に対する満足度は2 0 2 0年
度に7 3％まで大きく下がりました。その後は回復傾向にあり、2 0 2 2年度以降は8 5%程度で推移していま
す。多くの卒業生が就職活動・結果に対し満足感をもって巣立ってくれたことに安堵するとともに、納得できる
結果が得られなかった学生たちが多数いたことを忘れてはならないと改めて身の引き締まる思いです。
また、進路決定に有益であったサポートについては、2 0 1 9 年度を境としてはっきりとした変化が読み取
れます。主流であった3・4年次対象のガイダンスや学内での会社説明会が減少し、職員やゼミ教員との相
談の割合が高まり、1・2年次対象のプログラムも顕著な伸びを示しています。企業の採用活動の変化に
伴い、学生が有益と感じるサポートも変化している状況に、就職活動に対する認識のアップデートが求め
られていると感じます。進路別の集計結果も掲載していますので、これらの知見を参考に有益な支援を提
供し、学生一人ひとりの希望する進路の実現を後押ししていきたいと思います。
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卒業生の満足度・進路
―経年変化・進路別特徴・関連要因―

2 0 2 3 年 度 卒 業 時アンケート調 査 概 要

1.「大学」「学部・学科」「就職活動・結果」の満足度、2.「進路決定に（大学の）有益なサポート」、3.「（大学について）他の人に誇りを持っ
て薦められる良い点」について、回答者全体の5年間（2019-2023年度）の推移を比較し、変化の傾向を明らかにする。また、上記の３
点について、2023年度のデータを用いて、進路別の異同を分析する。さらに、学部・学科の満足度の関連要因について、全体、および進
路別で分析を行う。上記の分析によって、学生の満足度、進路決定のサポートの向上に示唆を見出す。

IR室　教授　劉 文君分 析 担 当  
分析の目的

：
：

Webアンケート（Googleフォーム）

卒業決定者発表に合わせキャンパスごとに回答開始～3月末日締切
・板倉：2024年3月8日(金)開始　・白山・赤羽台※：2024年3月12日(火)開始

・川越：2024年3月16日(土)開始　

※INIADは卒業決定者宛の通知内にて周知することで回答開始

2023年度3月卒業決定者（学部生）対象：

実施期間：

回答方法：

年度別回答者数/回答率

卒業者（人）

回答者数（人）

回答率（％）

2019年度

6,914 

699 

10.1 

2020年度

6,963 

1,365 

19.6 

2021年度

6,847

1,415

20.7

2022年度

6,590

2,154

32.7

2023年度

6,562

2,306

35.1
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1 . 全 体 の 経 年 変 化

　設問「進路が決定するまでの大学としてのサポートで、有益だったのはどのようなことでしたか。（複数回答可・３つまで）」についての経年変化を見ると（図2）、近

年「３･４年次の就職ガイダンス、各種セミナー･対策講座」「職員や就職カウンセラーとの相談」「ゼミ教員の指導」と回答する割合は近年トップ3位となっている。ま

た、いくつかの変化も見られ、特に顕著なのは「３･４年次の就職ガイダンス、各種セミナー･対策講座」「学内会社説明会」の割合が大幅減少し、他方「１･２年次の

キャリアガイダンス、各種セミナー･対策講座」の割合が増加した傾向が見られる。この変化をより長いスパンでの変化を見るために、2014年からの2018年までの

データを合わせて見ると、2019年後の変化がより大きいことが分かる、今後の変化のすうせいをさらに注目すべきである。

図2 進路決定に有益なサポート（％）

　図1に示すように、2023年度の卒業生の「大

学」「学部・学科」「就職活動・結果」の満足度

（〈満足している〉+〈やや満足している〉）はそれ

ぞれ93.0%、92.7%、84.5%で、高い割合を維持

した。また、５年間の各満足度の推移から、コロ

ナ禍の影響から回復してきた傾向が見られる。

①「大学」「学部・学科」「就職活動・結果」の満足度

②進路決定に有益なサポート

　設問「東洋大学の所属学部・学科で、他の人に誇りを持って薦められる良い点はどのようなところですか。（複数回答可・３つまで）」の回答の割合の推移を見ると

（図3）、「施設･設備」「知名度･イメージ」「教育内容」「教員」「キャンパスの立地」は５年間でトップ５位となっている。また、今年度はこれらの項目での割合は昨年度

より微増である。

③「他の人に誇りを持って薦められる良い点」

図1 「大学」「学部・学科」「就職活動・結果」の満足度（％）2029-2023年度
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2. ３･４年次の就職ガイダンス、各種セミナー･対策講座

1. １･２年次のキャリアガイダンス、各種セミナー･対策講座

3. 職員や就職カウンセラーとの相談

4. 就職資料室の求人票･資料など

5. 学内会社説明会

6. インターンシップ

7. 学科の専門教育

8. ゼミ教員の指導
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図3　「他の人に誇りを持って薦められる良い点」（％）2019 -2023年

2 . 進 路 別 の 差 異

　今年度の回答者の進路の分布は、民間・団体74.0%、公務員・教員7.9％、進学8.9％その他9.3％である。続いて、いくつかの側面から進路別の異同を見る。

　図4に示すように、満足度（〈満足している〉と〈やや満足している〉の割合）が、「大学」について、その他はやや低いが、いずれも約9割前後、進路別でほぼ差が見ら

れない。「学部・学科」について、〈満足している〉のみの回答割合が、進学71.1％で、最も高く、その他56.7%で、最も低い。「就職活動・結果」について、公務員・教員で

は最も高い。これに対して、その他の満足度が比較的は低い。〈満足していない〉割合は約3割で、〈あまり満足していない〉と合わせて5割を超えている。

　図5から分かるように、民間・団体、公務員・教員では、同じく「職員・就職カウンセラー相談」「３･４年次の就職ガイダンス、各種セミナー･対策講座」はトップ2位となっ

ている。進学では「ゼミ教員の指導」「学科の専門教育」、その他では「インターンシップ」「ゼミ教員の指導」はそれぞれトップ２位である。

①「大学」「学部・学科」「就職活動・結果」の満足度

②進路決定に有益なサポート
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図4　進路別の満足度（％）2023年度

図5　進路決定に有益なサポート（％）（進路別）2023年度
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10.
11.
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13.
14.
15.

建学の精神
教育内容
教員
研究実績
施設･設備
国際交流
課外活動
奨学金制度
キャンパスの立地
知名度･イメージ
学費
就職･キャリア形成支援
資格取得指導
社会貢献
在校生･卒業生の社会的活躍
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まとめ
　卒業生の大学、学部・学科、就職活動・結果の満足度は、経年比較で見ると、いずれも高い割合を維持してきた。「進路決定に有益なサポート」「他の人に誇りを持って薦めら

れる良い点」の各項目（特に各上位項目）の順位に大きな経年的変化はない。しかし、各項目の割合に増減が見られる。また、上記の点について、2023年度の卒業生の進路別に見
ると、いくつかの項目で、明確な差がある。「学部・学科の満足度」と「大学への満足度」「就職活動・その結果の満足度」「身に付けた能力・態度」とは、全体・進路別で、いずれも有

意な正の相関が見られる。また、具体的な項目での相関の強さに差も見られる。経年変化の傾向、および進路別での明確な差がある項目について、どのような特徴、問題がある

かを検討し、対処していくことが、今後の課題である（学部別、第１部・第２部の単純集計、各設問への回答の経年変化のデータは「ガルーン/ファイル管理/ IR室関連 で公表）。

表1　学部・学科の満足度との相関（全体・進路別）2023年度

図6　他の人に誇りを持って薦められる良い点（進路別）2023年度

3 . 学 部・学 科 の 満 足 度 の 関 連 要 因（全 体・進 路 別）

　学部・学科の満足度と「大学への満足度」「就職活動・その結果の満足度」「身に付けた能力・態度」とは、全体・進路別で、いずれも有意な正の相関が見られる。進路

別に見ると、項目間での相関の強さに差が見られる。「大学への満足度」について、いずれも強い相関を示し、特に、その他、公務員・教員での相関がより強い。「就職

活動・その結果」では、その他での相関がやや低い。「身に付けた能力・態度」に関して、①幅広い教養について、その他、公務員・教員での相関がより強い、③専門的

知識・技能・態度について、公務員・教員での相関がより強い、進学での相関がやや低い。④主体的・自律的参加について、公務員・教員での相関がより強い。

1.大学への満足度

2.就職活動・その結果の満足度

3.身に付けた能力・態度（自己評価）

　①幅広い教養

　②コミュニケーション能力

　③専門的知識・技能・態度

　④主体的・自律的参加

全体

.617**

.304**

.438**

.269**

.431**

.417**

民間・団体

.603**

.340**

.417**

.266**

.423**

.408**

公務員・教員

.701**

.279**

.503**

.248**

.501**

.497**

進学

.504**

.254**

.467**

.261**

.392**

.391**

その他

.732**

.217**

.509**

.335**

.448**

.417**

**. 相関係数は1%水準で有意（両側）です。
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　進路別で、「施設･設備」「知名度･イメージ」「教育内容」「教員」の割合がいずれもトップ５位に入っている。進学では、各項目全般的に割合が高く、特に「教員」は

53.2％で最も高い。

③「他の人に誇りを持って薦められる良い点」
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